
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
駆動源であるモータと、該モータによって回転される回転体と、該回転体を収容する回転
室と、運転条件や運転状態を表示する表示器と、運転条件を設定し且つ該表示器の内容を
切り替える操作スイッチと、該操作スイッチにより設定された運転条件を複数個記憶する
記憶装置とを有する遠心分離機において、前記回転体を任意の運転条件で個々に運転した
時、個々の運転条件を前記記憶装置に記憶し、運転後、個々の運転条件を運転来歴として
表示する機能を有し、更に次回運転時、表示された運転来歴中の複数の運転条件の中から
ひとつを選択することにより、選択した運転条件を設定値として前記表示器に表示し、表
示された運転条件で運転する機能を有したことを特徴とする遠心分離機。
【請求項２】
前記回転体の情報を入力する回転体情報入力装置を有し、運転時、前記記憶装置に回転体
情報を記憶し、運転条件のひとつとすることを特徴とする請求項１記載の遠心分離機。
【請求項３】
遠心分離機の運転時間や日時を計時する計時装置を有し、前記回転体を運転する際、運転
開始または運転終了の時刻を前記記憶装置に記憶し、運転条件のひとつとすることを特徴
とする請求項１記載の遠心分離機。
【請求項４】
前記操作スイッチで使用者固有のコードを入力し、該入力コードを前記記憶装置に記憶し
、運転条件のひとつとすることを特徴とする請求項１記載の遠心分離機。
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【請求項５】
それぞれの前記回転体において、最終運転時の運転条件を前記表示器に表示することを特
徴とする請求項１記載の遠心分離機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、複数の回転体を回転体それぞれについて使用者所望の運転条件で操作・運転す
る遠心分離機の操作性に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
現在、遠心分離機には、分離する試料により毎分数千回転から毎分十数万回転のものがあ
るが、最近はマイクロコンピュータを採用し、従来に比べ操作性が向上している。例えば
、日立分離用小形超遠心機 CS150GX形においては、図３に示す操作スイッチと図７に示す
液晶画面の表示器で、回転速度、運転時間、回転体の温度等を設定し表示している。図７
に液晶画面の例として「基本画面」を示すが、図中 SPEED、 TIME、 TEMP表示欄の下段の数
字表示部に設定値が表示され、上段の数字表示部には状態値が表示される。通常使用者が
使用する場合、図３の操作スイッチにて運転条件を設定し、スタートして運転を開始する
。日常ルーチンワークとして設定して運転する運転条件は、図７中 OPTION欄の PROG部に操
作スイッチにてカーソルをあわせ操作すると、最終的に表示器は図８、図９に示すような
「 MEMORY」画面に切り替わり、そこに SPEED、 TIME、 TEMP等の運転条件を入力・設定し「 M
EMORY」の専用番号を付与して遠心分離機内部の記憶装置部に記憶するよう構成されてい
る。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
上記遠心分離機において、次回運転時は、図７の PROG部にカーソルをあわせ、プログラム
専用画面にて「 MEMORY」専用番号を入力することにより、図７「基本画面」に記憶した運
転条件を呼び出し、設定するしくみとなっている。また、一時的に使用する場合は、「 ME
MORY」に記憶することなく、図７の「基本画面」に毎回設定し運転することになり、使用
者個々が毎回運転条件を設定するという煩わしい操作が必要であった。また、「 MEMORY」
に記憶させる場合も操作が複雑で使い勝手が悪いという問題があった。
【０００４】
本発明の目的は、上記問題を解消し、操作性の向上、簡便化と共に再現性の向上を図る手
段を提供することである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
上記目的は、運転条件や回転体等に関する情報を運転毎に記憶装置に運転来歴として記憶
格納し、使用者の使用目的に合わせてその来歴を表示し、その来歴から所望の情報を選択
し、設定値とさせることにより達成される。
【０００６】
【発明の実施の形態】
図１、図２および図１０、図１１を主に本発明による実施例を示す。図１、図２において
、試料を入れた回転体１は回転室２内で駆動装置３により回転駆動される。使用者は、図
３に例として示すような操作スイッチ７により、回転体１または駆動装置３の回転速度、
運転時間、回転体１または回転室２の温度、或いは回転体１または駆動装置３の所定の速
度までの加速勾配あるいは減速勾配や、その他の運転に関する制御項目を設定し、その情
報を制御装置５は受け取る。図１において、回転体情報入力装置４は、たとえば日立分離
用超遠心機 CP100α形に使用している RLM（ロータ自動寿命管理システム）用のセンサーの
ように、回転体１の有り無しを識別すると共に、回転体１の情報、例えば回転体形式、製
造番号、運転回数、積算回転速度等を回転体１から取り込み、制御装置５にそれらのデー
タを転送する。
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【０００７】
また、図２においては、使用者が、回転室２外の回転体情報入力装置４に運転・使用する
回転体に関する情報を手動で入力するものとし、入力後回転体情報入力装置４は制御装置
５にそれらの情報を転送する。制御装置５は、操作スイッチ７または（および）回転体情
報入力装置４からの情報を受け取った後、記憶装置８にたとえば表１のようにリスト化し
て情報を格納する。その際、制御装置５は遠心分離機の運転時間や運転の日時（年月日、
時刻）を計時する計時装置９からも情報を取り込み、同様に記憶装置８に格納する。また
制御装置５は、表示器６にそれらの全部または一部を運転条件設定値として、或いは遠心
分離機の運転状態（実際の回転速度、運転時間、温度等）の値等を状態値として表示する
。表示例を図４から図６に示す。図１０のフローチャートをもとに動作を説明する。遠心
分離機の電源をオンすると、表示器６には図４の「基本画面」が表示され、使用者は図３
の操作スイッチのカーソル（ cursor）キーを操作すると（たとえば上向きカーソルキーを
押すと）、表示器６は図５の「使用ロータリスト」画面に切り替わる。図５の「使用ロー
タリスト」には、過去に使用した回転体（ロータ）の運転来歴が表示されており、本例で
はロータ形式と各ロータの最終使用日時を表示している。使用者がこれから使用したいロ
ータが本「使用ロータリスト」にあれば、カーソルキーの操作によりそのロータを選択す
る、たとえばリスト No．１を選択すると、表示器６は図４の「基本画面」に戻り、選択し
たロータの最終使用時の運転条件を設定値として画面に設定・表示する。なお図４の「基
本画面」中、 SPEED、 TIME、 TEMP表示欄の下段の数字表示部に設定値が表示され、上段の
数字表示部には状態値が表示される。使用したいロータが図５の「使用ロータリスト」に
なければ、図４の「基本画面」に戻り操作スイッチ７を操作し運転条件を設定し表示器６
に表示させる。運転条件が設定されると、その後スタートさせる。制御装置５は計時装置
９よりスタート時の日時（年月日・時刻）データを取り込む。回転体情報入力装置４でロ
ータを自動識別し、回転体（ロータ）情報を制御装置５は受け取る。なお、ロータを自動
識別できない場合は、図１１のフローチャートに示すように回転体情報入力装置４に手動
で回転体情報を入力することができる。
【０００８】
制御装置５は、回転体（ロータ）情報、運転条件およびスタート時の日時（年月日・時刻
）データを記憶装置８に格納、保存する。その後、遠心分離機は設定された所定の運転時
間の分を運転し減速・停止する。なお制御装置５は計時装置９より減速・停止時の日時（
年月日・時刻）データも取り込み記憶装置８に格納することも可能である。運転後、制御
装置５は記憶装置８に格納した回転体（ロータ）情報、運転条件およびスタート時または
ストップ時の日時データをロータ形式に付与する形で「使用ロータリスト」に登録、また
は更新する。次回運転する場合は、この登録または更新された「使用ロータリスト」に基
づき使用ロータを選択し、運転条件等を簡易に設定することができる。記憶装置８に格納
、保存されるデータの例を下記の表１に示す。
【０００９】
【表１】
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【００１０】
ここで、表１のデータは、ロータの形式、製造番号または専用コード、回転速度、運転時
間、使用温度、加速勾配（ ACCEL）、減速勾配（ DECEL）、使用チューブあるいはボトル、
または専用アダプタ、試料、溶液・溶媒・添加物、運転日時、使用者名、その他使用者特
記事項である。
【００１１】
これらのデータをもとに、例えば図５の「使用ロータリスト」は図６のようにロータ形式
とあわせて SPEED、 TIME、 TEMP等の運転条件を表示させることもでき、また、使用者別に
来歴表示させること、運転日時毎または使用試料毎に各種データを羅列表示させること、
或いは表示器６の大きさや容量等によっては全使用データを使用者の要求項目毎に表示さ
せ、それらのデータから運転するデータを選択し、表示器６に設定することも可能である
。なお、使用者別に来歴表示させる場合、操作スイッチ７にて使用者固有のコードを入力
し、該入力コードを記憶装置８に記憶し運転条件のひとつとすることで実現できる。
【００１２】
【発明の効果】
本発明によれば、既に使用した回転体または運転条件を簡易に表示、検索でき、また表示
された情報内容から使用者が次に運転する内容として選択しそれを設定値として設定でき
るため、操作性の向上、簡便化と共に再現性の向上を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明になる遠心分離機を示す概略構成図である。
【図２】　本発明になる遠心分離機を示す概略構成図である。
【図３】　本発明になる遠心分離機の操作スイッチを示す説明図である。
【図４】　本発明になる遠心分離機の表示器を示す説明図である。
【図５】　本発明になる遠心分離機の表示器を示す説明図である。
【図６】　本発明になる遠心分離機の表示器を示す説明図である。
【図７】　本発明になる遠心分離機の表示器を示す説明図である。
【図８】　本発明になる遠心分離機の表示器を示す説明図である。
【図９】　本発明になる遠心分離機の表示器を示す説明図である。
【図１０】　本発明になる遠心分離機の動作を説明するフローチャートである。
【図１１】　本発明になる遠心分離機の動作を説明するフローチャートである。
【符号の説明】
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１は回転体、２は回転室、３は駆動装置、４は回転体情報入力装置、５は制御装置、６は
表示器、７は操作スイッチ、８は記憶装置、９は計時装置である。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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